学習者の学びを活性化させるためのいくつかのアプローチ : ありえる楽考式を参考に by 関戸 冬彦
The main purpose of this report is to introduce several approaches to 
teach English education and literature through the way of “Arierugakko”
or “Teams of Thinking about Possibilities for Self-management”. This report 
consists of three parts: 1. explaining the merit and background of teaching 
English education and literature through the way of “Teams of Thinking 
about Possibilities for Self-management”, 2. activities and trials in the lessons 
and 3. responses from learners with an appendix. In this report, effectiveness 
of the way of “Teams of Thinking about Possibilities for Self-management” 















Several Approaches for Learners to Be Activated　―Referred to the
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Appendix ２　授業アンケート
専門購読　授業運営　アンケート
無記名でアンケートにご協力お願いいたします。当てはまるものに〇をつけてください。枠
内には答えの理由を記入してください。成績等には一切関係しません。また、この結果は英
語教育の論文に掲載されることがありますので、ご了承ください。
１．一斉授業型（講義形式）ではない参加型授業はあなたにとって良かったと思いますか？
１大変そう思う　２そう思う　３どちらとも言えない　４そう思わない　５全く思わない
２．参加型授業は学びを効果的にする機会になったと思いますか？
１大変そう思う　２そう思う　３どちらとも言えない　４そう思わない　５全く思わない
３．グループワークはうまくできたと感じますか？できた／できなかった理由も記入してく
ださい。
１よくできた　２できた　３どちらとも言えない　４あまりできなかった　５全くできなかった
４．授業以外でも科目のことやグループのことを考えましたか？
１よく考えた　２考えた　３どちらとも言えない　４あまり考えなかった　５全く考えなかった 
５．振り返りやレポートを書くことで学びは深まったと思いますか？
１大変そう思う　２そう思う　３どちらとも言えない　４そう思わない　５全く思わない
６．その他、コメントがあれば自由記入をお願いします。スクールタクトについても何かあ
れば。
なお、この授業を履修した理由は
内容（英語教育）に興味があった・たまたま時間が空いていた・単位が必要だった・その他（　　　　）
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